
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
   
 

学 校 名 関ケ原町立関ケ原小学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月１９日（水）～２２日（土） 

実 施 概 要 
  

① 期間中の終日フリー参観                                                                                                       

（１１／１９～１１／２２） 

② ブックトークの実施による地域人材との交流 

③ 安全サポーターの方々に感謝する会、ＰＴＡ家庭教育学級による親子音楽鑑賞会

の実施 

 
実 施 内 容 

 
 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ☑文化   □産業   ☑その他 

 公開の方法 
  ☑授業公開 □成果発表 ☑交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者 ３７３  人  
  計       ３９４    人 

地域関係者 ２１  人 

実 施 状 況 
 

・１１月１９日（水）～２２日（土）の期間を終日フリー参観日とした。保護者や地

域に通信等を通じて呼びかけ、授業や生活全般を公開した。祖父母や保護者が、朝

の会から午後の授業・クラブまで絶えず参観者があった。２１日（金）は、午前中

に、町の図書司書を中心としたボランティアの方々にブックトークを行っていただ

いた。  

・本年度は、参観日を土曜日開催とし、より多くの保護者の方に参観いただくように

した。当日は、児童会が中心となり、安全サポーターの方に感謝する会を行った。

その後は、給食を一緒に食べていただき交流を深めることができた。本年度は２１

名のサポーターさんの参加があった。 

 その後、ＰＴＡ家庭教育学級として「親子音楽鑑賞会」を実施し、合唱団ＧＭＣ

の美しい合唱を聞くことができた。会場配置を親子や地域の方と一緒に座れるよう

に工夫し合唱を通して、ふれあいを深められるように工夫した。 

成果及び課題 
  

    

・本年度も、フリー参観を位置づけたことで、授業はもちろん、休み時間や給食の時

間など全ての教育活動が公開でき、学校への理解を深めることができた。今後も続

けていきたい。 

・地域安全サポーターの方を学校へ招き、感謝する会を行うことで、地域に守られて

いることへの感謝や安全意識を高めることができる。児童はもちろんのこと、保護

者の代表としてＰＴＡ安全委員会がお礼の場をもったことで、感謝の気持ちを安全

サポーターさんに伝えることができた。また今回より給食を一緒に食べるなど、更

に交流が深まるようにした。 

・フリー参観では、のべ人数で３７３人が参観され、昨年度より１００人以上多くの

方に参観をしていただけ、関心の高まりを感じた。 

＜フリー参観や交流会、鑑賞会における保護者や地域の方の声より＞ 

・普段と違った子どもたちの様子がわかりありがたい。今後も続けてほしいです。 

・育児の忙しい中、音楽に親しむことができ、よいストレス解消になりました。 

 

 

＜親子音楽鑑賞会の保護者の声＞ 

・生の迫力ある演奏を、身近な発表形式で聴くことができて、親子で感動できた。今

後もこうした機会を大切にしてほしい。 

 
  


